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由研究」の 2 つの研究課題で実施された. 昭和 62 年
度からは「資料提供」（平成 14 年度から「施設利用」
と名称を変更, さらに平成 20 年度から「随時募集研
究」と名称を変更）を, また平成 6 年度からは「所外
供給」（平成 14 年度から「所外貸与」と名称を変更









内対応者の協力を得て, 継続期間 3 年を目処に共同
研究を実施する. 
「随時募集研究」は, 研究費は配分されないが随時
応募可能で, 施設を利用したり資料（体液, 臓器, 筋
肉, 毛皮, 歯牙・骨格, 排泄物等）を提供して行われ
る共同研究である. 
 
なお, 平成 22 年度から, 霊長類研究所は従来の全
国共同利用の附置研究所から「共同利用･共同研究拠
点」となり, これに伴い, 共同利用・共同研究も拠点
























 平成 22 年度はこれらの研究課題について,105 件
（182 名）の応募があり, 共同利用実行委員会（友永
雅己, 宮部貴子, 古賀章彦, 田中洋之, 辻大和）にお
いて採択原案を作成し, 協議員会（平成 22 年 2 月 10
日）の審議・決定を経て, 運営委員会（平成 22 年 3
月 8 日）で了承された. 
その結果, 98 件（167 名）が採択された. 
各課題についての応募・採択状況は以下のとおり
である.                                          
課  題 応  募 採  択 
計画研究 1 7 件 （  7名） 7 件 (  7 名) 
自由研究 71 件 （139名） 65 件 (126 名) 
随時募集研究 27 件 （ 36名） 26 件 ( 34 名) 








を行い, その研究成果の一部を第 23 回国際日本霊長類
学会において発表した. 今年度は霊長類大腿骨頚部の
微細構造の加齢変化を調査し, 椎骨の結果と比較検討
する. 3 歳から 26 歳までのニホンザル 81 個体（おす 38
頭, めす 43 頭）の大腿骨乾燥骨標本を用いて, 大腿骨の
頚部をマイクロ CT で観察し, 三次元画像解析ソフトウ
ェアを用いて, 大腿骨頚部における皮質骨と海綿骨の
骨形態計測を行った. また, 基準ファントムを利用して, 
大腿骨頚部の骨密度を測定した. その結果, ニホンザル
大腿骨頚部における海綿骨の骨量（BV/TV）と骨密度の
変化は椎骨の結果と類似し, 3 歳から 9 歳にかけて上昇
した. その後 10 歳から 20 歳にかけて有意な変化は認め
られなかった. 20 歳以上の骨量と骨密度はピークより有
意に低下した. ニホンザルでは加齢による大腿骨頚部
海綿骨の骨量低下はヒトに比べて少ない. また, 大腿骨
頚部海綿骨の骨量と骨密度の有意な性差はみられなか
った. 現在, 大腿骨頚部における皮質骨の加齢変化の解
析を行い, 他の哺乳動物と比較検討し, ヒトにおける加
齢に伴う骨粗鬆症発症マケニズムの解明を目指す. 
 
A-2 現生および考古遺跡出土ニホンザルの骨形態変異
に関する研究 
姉崎智子（群馬県立自然史博物館） 
